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要 約 

 本資料は,本学の新入生に対して行った医師による運動制限の指示の有無,及び運動非実施期
問に関する調査結果の報告を目的とする. 全学生のうち30人が,医師から運動を制限されたことが
ある.しかし,そのことは高校からの調査書にはほとんど記載されていなかった.医師への受診を示
唆したところ,そのうちの一人は心中隔肥大によって運動を禁止された.  運動非実施期間に関し
て,全学生のうち46.4%が1～3月間運動を行っていなかった.また,全男子学生のうち39.O%が10月間
以上運動していなかった.しかし,女子学生の場合では14%であった.これは,男女間の過年度卒業生

の人数が異なるためである.  


